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新書体のインストール方法

最新のフォントはダウンロードでご提供しています。
1.  ご利用の製品の「M フォントスターター」を最新版に更新します。
2.  メニュー画面の「インストール」から、フォントを選択します。

詳しい手順はサポート情報をご確認ください。
https://www.morisawa.co.jp/support/faq/2195

明日の地平
ひらく文字
お気に入りの洋服を、あれこれと

試すときの高揚感と同じくらい、心躍る書体選び。

しっくりくるものに巡り合った瞬間は、まるで

あたらしい世界に足を踏み入れたかのよう。決まった

レールから連れ出してくれるラインナップを、ぜひお楽しみください。 简
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あおとゴシック

すこやかさ

アート&メディア

コンサルタントの思考法

おいしい食卓
Data science and technology

子
ど
も
た
ち
と
考
え
る
街
の
こ
と

地
域
医
療

オンスクリーンでの本文利用を目的に開発
されたゴシック体です。ややモダンなスタ
イルで、シンプルかつクリーンな骨格に、
小さめの字面を採用することでUD書体な
どの従来のモダンゴシック体とは異なる表
情の組版が可能になります。なお本書体の
欧文はSharoa	Proをベースに作成され、イ
タリック体も搭載されています。	

フォントメニュー名

文字セット
StdN（Adobe-Japan1-3）+Italic

A	P-OTF	あおとゴシック

水素エネルギーと持続可能社会
あ

M
あ

L

あ
B

あ
R

あ
EB

あ
EL

あ
DB

永 東 愛 国 三
大 見 今 糸 力
北 心 南 西 女
分 文 父 母 子
衣 花 鳥 風 月
考 書 体 光 明
空 成 発 道 海
野 新 旅 陽 語
森 藤 学 開 駅
輪 導 鷹

（ ）「 」［ ］【 】

あ い う え お
が ぎ ぐ げ ご
さ し す せ そ
た ち つ て と
な に ぬ ね の
ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ
ま み む め も
や ゆ よ ゐ ゑ
ら り る れ ろ
わ を ん 、 。
● ◉ ※ ＊ ☞

ア イ ウ エ オ
ガ ギ グ ゲ ゴ
サ シ ス セ ソ
タ チ ツ テ ト
ナ ニ ヌ ネ ノ
パ ピ プ ペ ポ
マ ミ ム メ モ
ヤ ユ ヨ ヰ ヱ
ラ リ ル レ ロ
ワ ヲ ン
☀ ☁ ☂ ☃ ☎

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
00123456789&@,.“”?!
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Sustainable Cities and Communities
共 に 生 き る

Global Partnership

W O R K– L I F E  B A L A N C E

バランス

地 球 の こ と を 本 気 で 考 え る
Clean Energ

EA
RT
H

B
L
U
E

長めの文章組での使用を想
定し、ELからDBまでは漢
字をやや小ぶりに設計して
風通しをよくしています。

UD書体などの従来のモダンゴシック体とは一線を画した
自然なやわらかさとクリーンさの両立を目指しています。

50音全体でゆったりとし
たカーブを採用することで、
中庸さの中にやわらかい印
象をプラスしています。

EL

永
L

永
R

永
M

永
DB

永
B

永
EB

永

お
ネ ルBとEBでは小見出しなどで

の使用を想定してまとまり
が出るよう、比較的タイト
に設計しています。

アルファベットは漢字の調
子に合わせる印象で設計。
小ぶりでスッキリとした和
文にふさわしい姿になって
います。

漢字はTBゴシックをベース
に字面比率や一部の字形を
調整。

H mgabC
Cなどのカウンターは
かなりオープンな設計。

OpenType機能をいかした「欧文イタリック」を装備。

Roman Italic
ヒューマニストサンセリフと呼ばれるジャンル。

UD新ゴ	R あおとゴシック	R

ややモダンな印象を出すた
めに、比較的水平に処理さ
れた収筆部分。

さ
筆脈（おりかえし）の要素
を残し、モダンになりすぎ
ないようにしています。

は

左払いのカーブはやや深め。

ウ
国

お

Mottainai
Economic activity
経済

あおとゴシックは欧文イタリックを搭載して
いるため、書籍組版や広告をはじめ和欧混植
が必要なシーンで表現の幅が広がります。欧
文イタリックを使用するには、Adobe	InDesign
の場合は文字パネルの「OpenType機能」から、
Adobe	Illustratorの場合は「OpenTypeパネル」
の「欧文イタリック」のボタンをONにします。

革新
4 5



居
る
と
云
い
ま
す
な
ら
、
私
は
自
分
を
空
間
的
の
関
係
で
こ
の
部
屋
の
あ
る
点
と
合

致
さ
せ
た
の
で
す
。
あ
る
い
は
私
は
こ
の
合
致
を
云
い
あ
ら
わ
し
た
の
で
す
。
数
理

的
物
理
学
で
は
こ
れ
を
云
い
表
わ
す
の
に
、
三
つ
の
数
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
坐
標

に
よ
り
て
、
場
所
を
示
そ
う
と
し
た
点
が
坐
標
系
と
称
え
ら
れ
る
剛
体
体
系
の
ど
の

点
と
合
致
す
る
か
を
云
い
表
わ
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
相
対
性
原
理
に
つ
い
て
最
も
一
般
的
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
も

し
私
達
が
、
十
八
世
紀
も
し
く
は
十
九
世
紀
前
半
の
物
理
学
者
に
、
こ
の
原
理
を
疑

う
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
と
し
ま
し
た
な
ら
、
彼
は
き
っ
と
こ
の
質
問
を
断
然
否
定
し

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
当
時
は
各
の
自
然
現
象
を
す
べ
て
旧
来
の
力
学
の
方

則
に
帰
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る
と
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
を
疑
う

理
由
を
ち
っ
と
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
こ
こ
で
、
物
理
学
者
が
経
験

に
よ
っ
て
ど
う
し
て
こ
の
原
理
に
矛
盾
す
る
物
理
学
的
論
理
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ

た
か
を
説
明
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
私
達
は
光
学
及
び
電
気
力
学
の
発

展
を
、
そ
れ
ら
が
前
世
紀
に
お
い
て
、
漸
次
是
認
せ
ら
れ
た
限
り
に
お
い
て
、
相
対

性
原
理
の
立
場
か
ら
簡
単
に
考
察
し
て
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
相
対
性
理
論
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
理
論
が
倚

り
か
か
っ
て
い
る
大
黒
柱
は
い
わ
ゆ
る
相
対
性

理
論
で
す
。
私
は
ま
ず
相
対
性
原
理
と
は
何
で

あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
は
二
人
の
物
理
学
者
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の

二
人
の
物
理
学
者
は
ど
ん
な
物
理
器
械
を
も
用
意
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
各
々
一
つ
の
実
験
室
を
も
っ
て
い
ま
す
。
一
人

の
物
理
学
者
の
実
験
室
は
ど
こ
か
普
通
の
場
所
に
あ
る
と
し
、
も

う
一
人
の
実
験
室
は
一
定
の
方
向
に
一
様
な
速
さ
で
動
く
汽
車
の

箱
の
な
か
に
あ
る
と
し
ま
す
。
相
対
性
原
理
は
次
の
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
す
。

も
し
こ
の
二
人
の
物
理
学
者
が
彼
等
の
す
べ
て
の
器
械
を
用
い
て
、
一
人
は
静
止

せ
る
実
験
室
の
な
か
で
、
も
う
一
人
は
汽
車
の
な
か
で
、
す
べ
て
の
自
然
法
則
を

研
究
す
る
な
ら
ば
、
汽
車
が
動
揺
せ
ず
に
一
様
に
走
る
限
り
、
彼
等
は
全
く
同
じ

自然法則を見出すでありましょう。幾
らか抽象的にこう云うことも出来ます。
自然法則は相対性原理によれば基準体
系の併移運動に関しません。
　私達は今この相対性原理が旧来の力
学でどんな役目をもっていたかをみま
しょう。旧来の力学は第一にガリレイ
の原理の上に安坐しています。この原

理に従えば、ある物体は他の物体の作用を受
けない限り、直線的な一様な運動にあります。
もしこの法則が上に云うた実験室の一方に対
して成り立つならば、それはまた第二に対し
ても成り立ちます。私達はそのことを直接に
直観から取り出すことが出来ます。私達はそ
れをしかしまたニウトン力学の方程式からも
引き出すことが出来るのです。私達はその方
程式をもとの基準体系に対して一様に動いて
いるものへ転換させればよいのです。

　私はここで実験室と云っていますが、数理的物理学
では事柄を一定の実験室に関係させる代りに坐標系に
関係させるのが普通です。このようにある何かに関係
させるという場合に本質的なのは次の事柄です。私達
が一点の位置について何か云おうとするときには、い
つも私達はこの点とある他の物体系の一点との合致を
示し与えます。もし私が例えば自分をこの質点である
と取り、そうして、私はこの部屋のなかのこの場所に

本文利用を想定しているELからDBまでの5書体は、
従来のゴシック体ファミリーと比較して太さの変化
の差が少なめに設定されています。そのため、オン
スクリーン上での解像度、明るさ、テーマ（ダーク
モード等）といった利用環境によってより最適なウ
エイト選択をすることが可能です。

DB／14級

M／12級

R／10級 EL／16級 L／20級 B／24級 EB／28級

アルベルト・アインシュタイン／石原純訳『相対性理論』より　青空文庫 R／7級
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
当
時
は
各
の
自
然
現
象
を
す
べ
て
旧
来
の
力
学
の
方
則
に
帰
せ
し
め

ら
れ
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る
と
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
を
疑
う
理
由
を
ち
っ
と
も
持
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
こ
こ
で
、
物
理
学
者
が
経
験
に
よ
っ
て
ど
う
し
て
こ
の
原
理

に
矛
盾
す
る
物
理
学
的
論
理
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
説
明
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
私
達
は
光
学
及
び
電
気
力
学
の
発
展
を
、
そ
れ
ら
が
前
世
紀
に
お
い
て
、
漸
次
是

認
せ
ら
れ
た
限
り
に
お
い
て
、
相
対
性
原
理
の
立
場
か
ら
簡
単
に
考
察
し
て
み
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
光
は
ち
ょ
う
ど
音
波
の
よ
う
に
干
渉
や
〓
廴
折
を
示
し
ま
す
。
で
す
か
ら
私
達
は
光
を
一

の
波
動
と
し
て
も
し
く
は
一
般
に
あ
る
媒
質
の
週
期
的
に
変
化
す
る
状
態
と
し
て
見
做
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
媒
質
を
エ
ー
テ
ル
と
名
づ
け
ま
し
た
。

か
よ
う
な
媒
質
の
存
在
は
近
頃
ま
で
は
物
理
学
者
に
絶
対
に
確
か
で
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
し

た
。
次
に
述
べ
る
理
論
は
エ
ー
テ
ル
仮
説
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
す
が
、
し
か
し
し
ば
ら

く
私
達
は
こ
れ
に
依
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
私
達
は
今
こ
の
媒
質
に
関
し
て
ど
ん
な
考
え

方
が
発
展
さ
れ
て
来
た
か
、
ま
た
こ
の
エ
ー
テ
ル
を
仮
定
す
る
物
理
学
的
理
論
を
導
き
入
れ

た
た
め
に
ど
ん
な
問
題
が
起
っ
た
か
を
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
私
達
は
既
に
、
光
が
こ
の
媒

質
の
振
動
か
ら
成
る
と
考
え
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
こ
の
媒
質
は
光
及
び
熱
の
振
動
の
伝
播
を

引
き
受
け
て
い
る
と
考
え
た
事
を
述
べ
ま
し
た
。
静
止
4

4

物
体
の
光
学
的
現
象
だ
け
を
取
り
扱

っ
て
い
る
間
は
、
光
が
こ
の
媒
質
の
運
動
を
起
す
と
云
う
外
に
、
そ
れ
の
別
の
運
動
を
問
題

L／13級

DB／14級

R／11級

　運動物体の光学的現象、並に—それと関

聯して—運動物体の電磁気的性質を考察す

るようになったときに、私達はその観察する

物理学的体系のなかで、物体に種々の速度を

与えたならばエーテルはどうなるかと云う問

題に向わなければなりませんでした。エーテ

ルは物体と一緒に動くのでしょうか。すなわ

ち各の場所でエーテルはそこにある物質と同

じ様に動くでしょうか。またはそうではない

のでしょうか。最も簡単な仮定はエーテルが

どこでも物質と全く同じ様に動くと云うこと

です。第二の可能な仮定は、これもやはりか

なりな簡単さを示すものですが、こうです。

すなわちエーテルは物体の運動に全然与から

ないと云うのです。それからまた中間の場合

も可能でありましょう。この中間の場合と云

うのは、エーテルがある度まで物質と無関係

に空間内に動くのです。私達は今、この問題

の解答を得るためにどう云うことが試みられ

たかをみようと思います。最初に得られた重

要な説明は仏国の物理学者フィゾーの行った

大切の意味のある実験から来ています。この

実験は次の問題から起されました。
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DemiBold Bold ExtraBoldMedium
a a a a

UltraHeavy
a a

DemiBold Italic Bold Italic ExtraBold ItalicMedium Italic
a a a a

Heavy Italic Ultra Italic
a a

ExtraLightUltraLight Light Regular
a a a a

ExtraLight ItalicUltraLight Italic Light Italic Italic
a a a a

S
シャロア

haroa P
プロ

ro

Structural Social Issues in 2024

Advances in Medicine and AI
Learning the world’s latest medical care from 50 examples

Smart mobility

WORLD RECORDABCDEFGHIJKLMN
OPQRSTUVWXYZ
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
0012345678900123456789
&@,.“”?! ([{}]) fi fl

ABCDEFGHIJKLMN
OPQRSTUVWXYZ
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
0012345678900123456789
&@,.“”?! ([{}]) fi fl

フォントメニュー名

文字セット
Pro（モリサワ独自）

Sharoa	Pro

When History Moves On

Enhancement of school education
明快なエレメントに、やや広めのカウンタ
ーを採用したヒューマニストサンセリフで
す。10ウエイトで構成される豊富なウエイ
ト展開に加え、スモールキャップや数字の
バリエーションが搭載されており、本格的
な本文組版にも対応可能です。なお本書体
のデザインは、あおとゴシックの欧文エリ
アでも採用されており、同書体との併記利
用にも最適です。
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Jules Verne

PERFUMERY
The ART
OF

AND METHOD OF OBTAINING
THE ODORS OF PLANTS.

Sunset’s
CABIN
P L A N
BOOK

Ralph P. Dillon, Clemens Friedell, 
and Norman Gordon

OLD TIME WALL PAPERS

the
MOON

The
Great

Gatsby
F. SCOTT FITZGERALD

VIRGINIA
WOOLF

DALLOWAY
The word soap, or sope, from the Greek sapo,  
first occurs in the works of Pliny and Galen.  
Pliny informs us that soap was first discovered by 
the Gauls, that it was composed of tallow and 
ashes, and that the German soap was reckoned 
the best. According to Sismondi, the French 
historian, a soapmaker was included in the 
retinue of Charlemagne.

ローマン体（正体）と比較して、やや
カリグラフィックにデザインされたイ
タリック体は、長文組版に適度なリズ
ムを与えます。	

https://www.gutenberg.org Bold/5pt

Perfumed  S o a p
S e c t i o n N o . 8

At Pompeii (overwhelmed by an eruption of Vesuvius a.d. 79), a soap-
boiler’s shop with soap in it was discovered during some excavations 
made there not many years ago. (Starke’s Letters from Italy.) 
From these statements it is evident that the manufacture of soap is of 
very ancient origin; indeed, Jeremiah figuratively mentions it— 
“For though thou wash thee with natron, and take thee much soap, yet 
thine iniquity is marked before me.” (Jer. 2:22.) 

Mr. Wilson says that the earliest record 
of the soap trade in England is to be 
found in a pamphlet in the British Muse-
um, printed in 1641, entitled “A short 
Account of the Soap Business.” It speaks 
more particularly about the duty, which 
was then levied for the first time, and 
concerning certain patents which were 
granted to persons, chiefly Popish recu-
sants, for some pretended new inven-
tion of white soap, “which in truth was 
not so.” Sufficient is said here to prove 
that at that time soap-making was no 
inconsiderable art.

It would be out of place here to enter into the details 
of soap-making, because perfumers do not manufac-
ture that substance, but are merely “remelters,” to use 
a trade term. The dyer purchases his dye-stuffs from 
the drysalters already fabricated, and these are merely 
modified under his hands to the various purposes he 
requires; so with the perfumer, he purchases the vari-
ous soaps in their raw state from the soap-makers, 
these he mixes by remelting, scents and colors accord-
ing to the article to be produced.

The primary soaps are divided into hard and soft 
soaps: the hard soaps contain soda as the base; 
those which are soft are prepared with potash.

ExtraLight	Italic,	Medium	Italic,	Bold	Italic/14pt

Light,	Light	Italic/9pt

Heavy,	Heavy	Italic/16pt

Regular/8pt

Ultra,	Light/32pt

DemiBold/10pt

ExtraBold/7pt
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澄
ちょう

月
げつ

あ
R

和 三 盆 の 贅 沢 ア イ ス

フォントメニュー名

文字セット
Min2（モリサワ独自）＋異体字

A	P-OTF	澄月

繊細かつスピード感のある筆遣いの、行書
風デザイン書体です。書家の筆遣いを忠実
に再現するために、文字を入力するだけで
文脈を考慮した連綿体などが自動で入力さ
れる仕組みを採用しています。そのほか、
任意で選択入力可能な変体仮名などの異体
字も搭載されています。なお本書体は全て
の文字種が固有の字幅をもつプロポーショ
ナル仕様です。

野点懐石

西京焼き御膳

万年筆と便箋

Japanese traditional Whisky

あり

の
ま
ま
に
咲く

美
し
さ

涼し

さ
が
表れる

一
皿
を
静
か
に
味わう

練り

よう

かん

ひと
ひ
ら
の
涙

いのち短し恋せよ乙女

永東愛国三
大見今糸力
北心南西女
分文父母子
衣花鳥風月
考書体光明
空成発道海
野新旅陽語
森藤学開駅
輪導鷹

（ ）「 」［ ］【 】

あいうえお
がぎぐげご
さしすせそ
たちつてと
なにぬねの
ぱぴぷぺぽ
まみむめも
やゆよゐゑ
らりるれろ
わをん、。
●◉※＊☞

アイウエオ
ガギグゲゴ
サシスセソ
タチツテト
ナニヌネノ
パピプペポ
マミムメモ
ヤユヨヰヱ
ラリルレロ
ワヲン
☀☁☂☃☎

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
0123456789&@,.“”?!
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書家による筆文字をベースに開発された
澄月はデジタル上での修正は極力控え、
数多くの試作の中から最適なバランスの
文字を選定しています。

や
�゙�　𛁛
�゙�

𛁈
𛃹
こ

�゙�　
ん
ごう
𛁻
ん
゛

𛁖
ん
�゙�　い

𛁋
𛁅𛀄

ん
こ
う

天
�゚�　ら

𛀋
𛂀
ぎ

変体仮名とは、1900年の小学校令施行規則によって一
音一字に統一された現在一般に使われている平仮名の字
体に対し、文字の種類としては同一でありながら字体が
異なる仮名を指します。古くは一般に用いられていまし
たが、今日では和食料亭の看板や和菓子の品名などで見
かけることができます。

※濁音・半濁音については、レイアウト上で清音グリフと
　濁点・半濁点単体グリフを合成しています。

ふ

す

し
う

な

あ

こ

う

は

と

た

し

せ

へ

い

る

こ

そ

ふ

ら

14



私
は
長
い
あ
い
だ
漬
物
の
味
を

　
知
ら
な
か
った
。

　
　
　
　
よう

や
く
近
頃
に
な
って

漬
物
は
う
ま
い
な
あ
と

　
　
　
しみ

じ
み
味
う
て
いる
。

私
は
今
、
ふ
る
さ
との
ほ
と
り
に
庵
居
して

いる
。

とう

とう

か
え
って
き
まし

た
ね
―
―
と

　
慰
め
られ

たり

憐
ま
れ
たり

し
な
がら
、

　
　
ひと
り
し
ず
か
に

　
　
　
自
然
を
観
じ
人
事
を
観
じて

いる
。

家
の
ま
わり

や

山
野
渓
谷
を
歩
き
廻
って
、

見
つ
かり

し
だ
い

　
　
　
手
あ
たり

放
題
に

雑
草
を
摘
ん
で
来
て
、

　
　
　
机
上
の
壺
に
投
げ
入
れ
て
、

それ

を
しみ

じ
み
観
賞
する
ので
ある
。

どう

にも

こ
うに

も

自
分
が
自
分
を

持
て
あ
ます

こと

が
ある
。

そ
の
とき

、

露
草
の
一
茎
が

どん

な
に
私
を

い
た
わ
って
くれ

る
こと

か
。

こ
こ
へ
移
って
来
て
から
、

ほん

とう

に

の
び
や
かな
時
間
が

　
　
　
流
れ
て
ゆく

。

清
新
そ
の
も
の
とも

い
い
た
い

　
　
　
　
白
菜
の
塩
漬
も
うれし

い
が
、

　
　
鼈
甲
の
よう

な

　
大
根
の
味
噌
漬
も
わ
る
く
ない
。

道
は
前
に
あり

ます

、

  

ま
っすぐ

に
お
行
き
な
さ
い。

　
　
　
余
生
い
つ
まで

保
つ
か
は
解
ら
ない
けれ

ど
、

　
枯
木
死
灰
と
化
さ
ない
か
ぎ
り
、

ほん

とう

の
故
郷
を
欣
求
する
ことは

忘
れ
て
い
ない
。

人
生
の
幸
福
とは

　
よ
い
食
慾
と
よ
い
睡
眠
と
に

　
外
なら

ない
と
教
え
られ

た
が
、

　
　
ま
ったく

そう

で
ある
。

漢字と仮名、または仮名同士の文字の組み
合わせによって、自然な流れの形状になる
よう、合字をはじめ様々なバリエーション
の文字に自動で置き換わります。また、語
尾や文末でのみ発動する専用字形も用意し
ています。

道
は
非
凡
を
求
む
る

と
ころ

に
なく

して

、

平
凡
を
行
ず
る
こと

に
ある
。20級

44級
50級

48級

24級

28級

32級

16級

38級

18級

7級種田山頭火『山頭火随筆集』から「漬物の味」「寝床」「白い花」「故郷」より　青空文庫
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げんろく志
し

安
あん

あ
M

フォントメニュー名

文字セット
StdN（Adobe-Japan1-3）

A	P-OTF	げんろく志安

中国・元王朝の時代に福建地方で出版され
た注釈書『分類補註李太白詩』より復刻し
た漢字書体「志安」と、元禄時代に出版さ
れた浮世草子『世間胸算用』から復刻した
和字（かな）書体「げんろく」を組み合わ
せた、筆の流れを強く意識させる書体で
す。活字として整備された中にも、起筆や
収筆のうねるような筆脈の表現や、長体気
味の文字形状から筆のニュアンスが感じら
れるため、他の書体にはない躍動感と威厳
を醸し出し、目を引く効果を生みます。 日本異界大全

ペルシアの至宝展

ミステリアスシルクロード

人形浄瑠璃
The first step is always the hardest.

ほ
と
ゝ
ぎ
す
な
き
つ
る
か
た
を
な
が
む
れ
ば

白
神
山
地
十
二
湖
巡
礼

色
艶
び
じ
ん

絶海の孤島を辿る

永東愛国三
大見今糸力
北心南西女
分文父母子
衣花鳥風月
考書体光明
空成発道海
野新旅陽語
森藤学開駅
輪導鷹

（）「」［］【】

あいうえお
がぎぐげご
さしすせそ
たちつてと
なにぬねの
ぱぴぷぺぽ
まみむめも
やゆよゐゑ
らりるれろ
わをん、。
●◉※＊☞

アイウエオ
ガギグゲゴ
サシスセソ
タチツテト
ナニヌネノ
パピプペポ
マミムメモ
ヤユヨヰヱ
ラリルレロ
ワヲン
☀☁☂☃☎

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
00123456789&@,.“”?!
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ん
ん

にょ
き

きょ男
女

狂脇
能

切
能

雑
物

鬘
物

修
羅
物

鬼神し
な

う
敦
盛

長体気味な形状、引き締まったふところ、
手書きの要素を持ちつつも整理された起
筆や収筆といった要素が、大きくお使い
いただくことでより際立ち、ダイナミッ
クかつ品のあるデザインを演出します。

【
五
番
立
】

◉

能
へ
の
誘
い

https://www.rijksmuseum.nl 5pt

48級

28級

賀
茂

高
砂

養
老 羽

衣

熊
野

葵
上

船
弁
慶

竹
生
島

弓
八
幡

西
行
桜

野
宮

遊
行
柳

土
蜘
蛛

老
松

頼
政

清
経

求
塚

花
筐

班
女

巴

道
成
寺

通
小
町

殺
生
石

紅
葉
狩

鵺

嵐
山

八
島
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五
人
し
か
は
い
れ
な
い

石
造
や

煉
瓦
造
り

建
築
の

伝
統

…
…

…
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
欧
州
建
築
家

の
目
に
は
、
木
材
や
竹
を
用
い
る
わ
が

日
本
式
建
築
法
は
建
築
と
し
て
の
部
類

に
入
れ
る
価
値
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
あ
る
相
当
立

派
な
西
洋
建
築
の
研
究
家
が

わ
が
国
の
大
社
寺
の
実
に
完

備
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
こ
れ

を
称
揚
し
た
の
は
全
く
ほ
ん
の
最
近
の

こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
で
一
流
の
建
築

に
つ
い
て
こ
う
い
う
事
情
で
あ
る
か

ら
、
西
洋
と
は
全
く
趣
を
異
に
す
る
茶

室
の
微
妙
な
美
し
さ
、
そ
の
建
築
の
原

理
お
よ
び
装
飾
が
門
外
漢
に
充
分
に
わ

か
ろ
う
と
は
ま
ず
予
期
で
き
な
い
こ
と

で
あ
る
。

数
寄
屋
の
原
義
は
「
好
き
家
」
で
あ
る
。
後
に
な

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
宗
匠
が
茶
室
に
対
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
に
従
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
漢
字
を
置
き
換

え
た
、
そ
し
て
数
寄
屋
と
い
う
語
は
「
空す

き
家
」

ま
た
は
「
数
奇
家
」
の
意
味
に
も
な
る
。
そ
れ
は

詩
趣
を
宿
す
た
め
の
仮
り
の
住
み
家
で
あ
る
か
ら

に
は
「
好
き
家
」
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
、
あ

る
美
的
必
要
を
満
た
す
た
め
に
お
く
物
の
ほ
か

は
、
い
っ
さ
い
の
装
飾
を
欠
く
か
ら
に
は
「
空す

き

家
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
不
完
全
崇
拝
」
に
さ
さ

げ
ら
れ
、
故
意
に
何
か
を
仕
上
げ
ず
に
お
い
て
、

想
像
の
働
き
に
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
か
ら
に
は

「
数
奇
家
」
で
あ
る
。
茶
道
の
理
想
は
十
六
世
紀

以
来
わ
が
建
築
術
に
非
常
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の

で
、
今
日
、
日
本
の
普
通
の
家
屋
の
内
部
は
そ
の

装
飾
の
配
合
が
極
端
に
簡
素
な
た
め
、
外
国
人
に

は
ほ
と
ん
ど
没
趣
味
な
も
の
に
見
え
る
。

茶
室
の
広
さ
は
そ
の
以
前
に
十
五
世
紀
の
有
名
な
宗
匠
紹じ

よ
う

鴎お
う

に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
。
初
期
の
茶
室
は
た
だ
普
通
の
客
間
の

一
部
分
を
茶
の
会
の
た
め
に
屏び

よ
う

風ぶ

で
仕
切
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
仕
切
っ
た
部
分
は
「
か
こ
い
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
名
は
、

家
の
中
に
作
ら
れ
て
い
て
独
立
し
た
建
物
で
は
な
い
茶
室
へ
今
も

な
お
用
い
ら
れ
て
い
る
。
数
寄
屋
は
、「
グ
レ
イ
ス
の
神
よ
り
は

多
く
、
ミ
ュ
ー
ズ
の
神
よ
り
は
少
な
い
。」
と
い
う
句
を
思
い
出

さ
せ
る
よ
う
なの

茶
室
本
部
と
、
茶
器
を
持
ち
込
む
前
に
洗
っ
て
そ
ろ
え
て
お
く

控
え
の
間
（
水み

ず

屋や

）
と
、
客
が
茶
室
へ
は
い
れ
と
呼
ば
れ
る
ま
で

待
っ
て
い
る
玄
関
（
待ま

ち

合あ
い

）
と
、
待
合
と
茶
室
を
連
絡
し
て
い
る

庭
の
小
道
（
露ろ

地じ

）
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
茶
室
は
見
た
と
こ
ろ

な
ん
の
印
象
も
与
え
な
い
。
そ
れ
は
日
本
の
い
ち
ば
ん
狭
い
家
よ

り
も
狭
い
。
そ
れ
に
そ
の
建
築
に
用
い
ら
れ
て
い
る
材
料
は
、
清

貧
を
思
わ
せ
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
す
べ
て
深

遠
な
芸
術
的
思
慮
の
結
果
で
あ
っ
て
、
細
部
に
至
る
ま
で
、
立
派

な
宮
殿
寺
院
を
建
て
る
に
費
や
す
以
上
の
周
到
な
注
意
を
も
っ
て

細
工
が
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

茶
室
は

　
単
な
る

　
　
小
家
で
、

  

そ
れ
以
外
の

　
も
の
を

て
ら
う
も
の

　
　
で
は
な
い
、

い
わ
ゆ
る

　
　
茅ぼ

う

屋お
く

に

　
過
ぎ
な
い
。 れ

ん
が

（
数す

　き

　や
寄
屋
）

茶
室

第
四
章

岡
倉
覚
三
『
茶
の
本
』
よ
り

　
青
空
文
庫

和字（かな）書体「げんろく」は、原典と
なった字形の持つ連綿体の雰囲気や長体気
味の特徴を引き継いでおり、漢字書体「志
安」との組み合わせで縦組みの文章で流れ
を生む効果を発揮します。

16級 60級 20級 28級 14級 24級・15級

90級

44級

12級

7
級

始
め
て
独
立
し
た
茶
室
を
建
て
た
の
は
千せ

ん
の

宗そ
う

易え
き

、
す
な
わ
ち
後
に
利り

休き
ゆ
う

と
い
う
名
で
普
通
に

知
ら
れ
て
い
る
大
宗
匠
で
、
彼
は
十
六
世
紀
太た

い

閤こ
う

秀ひ
で

吉よ
し

の
愛
顧
を
こ
う
む
り
、
茶
の
湯
の
儀
式

を
定
め
て
こ
れ
を
完
成
の
域
に
達
せ
し
め
た
。

し
く
み
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秀英にじみ四号かな 黒
で
ん
わ

純
喫
茶
こ
が
ら
し

あ
M

フォントメニュー名

文字セット
StdN（Adobe-Japan1-3）

A	P-OTF	秀英にじみ四号

ちちんぷいぷい

待ち合わせは上野駅

野良猫探偵社
Nostalgic scented perfume

大日本印刷の金属活字「秀英四号明朝」を
復刻したかな書体「秀英四号かな」をベー
スに、活版印刷による紙面上でのインクの
にじみを再現した書体です。落ち着きのあ
る端正なデザインのかなに「秀英にじみ明
朝	 L」の漢字と欧文を合わせることで、本
文組から見出しまで幅広い用途でお使いい
ただける、クラシックな印象の書体です。

永 東 愛 国 三
大 見 今 糸 力
北 心 南 西 女
分 文 父 母 子
衣 花 鳥 風 月
考 書 体 光 明
空 成 発 道 海
野 新 旅 陽 語
森 藤 学 開 駅
輪 導 鷹

（ ）「 」［ ］【 】

あ い う え お
が ぎ ぐ げ ご
さ し す せ そ
た ち つ て と
な に ぬ ね の
ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ
ま み む め も
や ゆ よ ゐ ゑ
ら り る れ ろ
わ を ん 、 。
● ◉ ※ ＊ ☞

ア イ ウ エ オ
ガ ギ グ ゲ ゴ
サ シ ス セ ソ
タ チ ツ テ ト
ナ ニ ヌ ネ ノ
パ ピ プ ペ ポ
マ ミ ム メ モ
ヤ ユ ヨ ヰ ヱ
ラ リ ル レ ロ
ワ ヲ ン
☀ ☁ ☂ ☃ ☎

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
00123456789&@,.“”?! いま読みたい五十人の文豪

クリームソーダ仕立て
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い
ろ
は
に
ほ
へ
と
ち
り
ぬ
る
を
わ
か
よ
た
れ
そ
つ
ね

な
ら
む
う
ゐ
の
お
く
や
ま
け
ふ
こ
え
て
あ
さ
き
ゆ
め

み
し
ゑ
ひ
も
せ
す
ん

イ
ロ
ハ
ニ
ホ
ヘ
ト
チ
リ
ヌ
ル
ヲ
ワ
カ
ヨ
タ
レ
ソ
ツ
ネ

ナ
ラ
ム
ウ
ヰ
ノ
オ
ク
ヤ
マ
ケ
フ
コ
エ
テ
ア
サ
キ
ユ
メ

ミ
シ
ヱ
ヒ
モ
セ
ス
ン

活字とフォントの比較
右（白文字）：活字見本帳の文字
左（黒文字）：秀英にじみ四号かな

「秀英四号かな」は、昭和初期に使われて	
いた「秀英四号明朝」の復刻書体です。
「秀英四号明朝」は、現在の「秀英明朝」
のルーツとなる活字とされています。「秀英
にじみ四号かな」の漢字には「秀英にじみ
明朝	L」を合わせています。

いい い
にに に
りり り

ろろ ろ
とと と
なな な

はは は
をを を
のの の

秀英にじみ四号かな秀英四号かな秀英明朝 仮称『明朝四号活字見本帳』／推定昭和 3 年 10 月印刷

26 27



に
ご の

変

ると

季
節

び
わ
、
桃
、
夏
の
も
の
は
林
檎
や

み
か
ん
ほ
ど
沢
山
は
た
べ
ら
れ
な

い
。
吉
見
の
桃
畑
も
今
で
は
昔
の

や
う
に
お
い
し
い
水
蜜
を
作
ら
な

い
の
か
と
思
ふ
。
遠
方
か
ら
く
る

桃
は
姿
が
美
し
く
つ
ゆ
け
も
充
分

あ
る
け
れ
ど
、
東
京
の
も
の
ほ
ど

す
な
ほ
な
味
で
な
い
。
五
月
六
月

七
月
、
私
た
ち
の
た
め
に
は
ト
マ

ト
が
あ
る
。
ど
ん
な
に
た
く
さ
ん

食
べ
て
も
よ
ろ
し
い
。
同
時
に
胡

瓜
。
こ
の
辺
で
は
つ
る
の
胡
瓜
も
、

這
ひ
ず
り
の
も
、
す
ば
ら
し
い
物

で
、
秋
ま
で
つ
づ
く
。
茄
子
は
東

京
も
田
舎
も
、
冬
の
大
根
と
同
じ

や
う
に
日
本
風
の
あ
ら
ゆ
る
料
理

に
最
も
奥
ふ
か
い
う
ま
み
を
持
っ

て
ゐ
て
、
一
ば
ん
家
庭
的
な
味
で

も
あ
る
。

や
が
て
梨
と
葡
萄
が
出
て
、
青
い

林
檎
も
み
え
、
秋
が
来
る
。
キ
ャ

ベ
ツ
、
さ
つ
ま
い
も
、
南
瓜
、
栗

や
柿
。
そ
れ
に
松
茸
の
香
り
が
過

去
の
日
本
の
豊
か
さ
や
美
し
さ
を

思
ひ
出
さ
せ
る
。

お惣菜に洋食に、花見のお弁当に、正月のきんぴらに、殆ど一年ぢうの四季に渡ってたべつづけてゐる。
あの牛蒡の黒さ、にんじんの赤さ、色あひだけでもにぎやかで、味がふくざつである。

それから書きわすれたのは、八月の西瓜。グ
ラジオラスの花に似たうす紅色ととろけるや
うな味覚。口のなかでとけてしまふものはア
イスクリームやショートケーキもあるけれ
ど、あの甘いさわやかな味が水のやうに流れ
てしまふことがはかない気持になる。戦争を
通って生きて来た私はそんなに物惜しみする
やうにもなった。ずっと前に親しくしてゐた
Ｂ夫人は西洋と日本の料理を器用にとり交ぜ

て私たちに御馳走した。
四季の折々Ｂ夫人の家には四五人のお弟子
が招待されて、何時もビフテキパイの御馳
走であった。夫人はアメリカから一人で日
本に来て家庭の奥さんたちに英語や作法を
教へ、大使館の事務の手伝もしてゐた。そ
の時分私はさういふ家に出入りするやうな
閑な身分であった。戦争の始まるより十年
以上も前で、古い話である。

Ｂ夫人はビフテキパイが好きで、日本人のコックさ

んも夫人の味加減を心得て上手に作ってゐた。奥さ

んたちをランチによぶ時はいつもビフテキパイを主

食に、あとは細かい物をつけ合せにした。はじめて

呼ばれた時は秋で、晴ばれしたお昼どき。スープは

蛤を白汁で煮たもの、それから大皿のビフテキパ

イ。ビーフは香ばしい香料と松茸でいり煮したもの

を、パイの皮に幾重にもはさんで焼いたもの。夫人

はそれを幾つにも切って客の皿に盛り、小物の皿を

まはしてみんなが自由に取り分けた。

季
節
の
変
る
ご
と
に
、
武
蔵
野
は
そ

れ
よ
り
一
足
先
き
に
春
秋
の
風
が
ふ

き
、
霜
も
雪
も
早
く
来
る
、
夏
草
が

茂
る
の
も
早
い
。
そ
の
野
原
に
近
い

家
で
何
年
か
暮
し
て
来
て
、
毎
日
の

生
活
に
は
季
節
の
物
を
た
べ
て
ゐ
る

の
が
一
ば
ん
お
い
し
く
、
一
ば
ん
経

済
で
あ
る
こ
と
も
お
ぼ
え
た
。

田園調で、庭のすみの蕗をとってゐる時、
わかい巡礼さんの歌なぞ聞えるやうな錯覚さへ 感じられる。

蕗のとうは鶯の声よりもっと早く春を知らせてくれる。
初夏の空気に夏みかんが現はれ、

八百屋が黄いろく飾られる。

蕗
は
そ
れ
よ
り
も

ら
く
に
手
に
入
る
も
の
は
、
野
菜
の
中
で
一
ば

ん
日
本
人
好
み
の
大
根
で
、
そ
れ
に
白
菜
、
小

蕪
、
ほ
う
れ
ん
草
、
果
物
で
は
林
檎
と
み
か
ん

を
ず
う
っ
と
六
ヶ
月
位
た
べ
通
す
の
で
あ
る
。

十
二
月
、
正
月
に
か
け
て
乾
柿
が
出
る
。
新
春

の
な
ま
す
に
乾
柿
を
混
ぜ
た
も
の
は
世
界
の
ど

こ
に
も
な
い
美
味
で
あ
る
。
大
森
や
池
上
あ
た

り
の
白
根
の
長
い
あ
の
豊
か
な
味
の
物
は
手
に

入
り
に
く
い
か
ら
、
し
ぜ
ん
、
葱
を
防
寒
料
理

に
用
ひ
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
愉
し
い
と
も
思
は
な

く
な
っ
た
。
そ
れ
は
私
だ
け
の
話
。

ま
づ
楽
し
み
は
い
ち
ご
。
春
深
く
な
れ
ば
そ
ら

豆
や
ゑ
ん
ど
う
。
家
々
の
庭
や
垣
根
に
豌
豆
の

白
や
紫
の
花
が
眼
を
よ
ろ
こ
ば
せ
、
夏
近
く
ま

で
ふ
ん
だ
ん
に
食
べ
ら
れ
る
。
竹
の
子
は
日
本

特
有
の
味
を
も
っ
て
み
ご
と
な
形
を
し
て
ゐ
る

け
れ
ど
、
た
だ
季
節
の
に
ほ
ひ
だ
け
で
、
毎
日

じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
食
べ
た
い
物
で
は
な
い
。
竹
取

の
伝
説
や
源
氏
物
語
に
も
出
て
き
て
、
古
く
か

ら
の
食
料
と
思
は
れ
る
。

冬
か
ら
春
に
か
け
、

春
に
な
っ
て

一
年
中
に
一
ば
ん
酸
っ
ぱ
い
物
が

こ
の
季
節
に
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

す
こ
し
酸
っ
ぱ
す
ぎ
る
。

そ
の
次
は
可
愛
い
新
じ
ゃ
が
。

小
さ
い
物
は
生
物
も
青
も
の
も

ど
れ
も
愉
し
い
。

八 百 屋 の口上 み た い に 野 菜 と 果 物 の 名 を

なら べ て、さて困 った の は 、

牛 蒡とに んじん、どの 季 節 に 入 れようか？

片山廣子『燈火節』から「季節の変るごとに」より　青空文庫（仮名遣いを一部変更）

「秀英にじみ四号かな」は情緒豊かな
オールドスタイル明朝体で、ノスタル
ジックな表現にも最適です。

12級

14級

12級

28級・18級

10級

18級

70級・44級

14級

32級

10級

24級

7級
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Light

Light Italic

Thin

Heavy

Heavy Italic

Thin Italic

Regular

Italic

Bold

Bold Italic

a

a
a

a
a
a

a
a

a
a

B
バックフリップ

ackflip P
プロ

ro

Football Championship

Peanut Butter & Jelly Sandwich
Exquisite balance of taste and texture!

Yummalicious!

Pow!New CollectionABCDEFGHIJKLMN
OPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
0012345678900123456789
&@,.“”?! ([{}]) fb ff fh fi fí fj fk fl ft
ffb ffh ffi ffj ffk ffl fft

ABCDEFGHIJKLMN
OPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
0012345678900123456789
&@,.“”?! ([{}]) fb ff fh fi fí fj fk fl ft
ffb ffh ffi ffj ffk ffl fft

フォントメニュー名

文字セット
Pro（モリサワ独自）

Backflip	Pro

SUMMER CARNIVAL軽快で遊び心のあるディスプレイ書体で
す。細いウエイトはオーガニックで優しい
雰囲気、太いウエイトではフレア（先端に
向けて広がっていくような形状）や、一般
的な書体とは反対のコントラスト（抑揚）
が強調されることで、ユニークな表情を演
出します。製品パッケージや広告コピーな
どの利用に最適です。
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z
gC

»
b4

ß

r
x

u

7 9&
M

e
3

$
y

a
F

ǽ?
丸みを帯びたユニークなフォルムに加え、
サンセリフ体でありながら、「A」や「h」
など、一部の文字にセリフ（飾り）が付い
ていることも特徴の一つです。

wAThin	Italic,	Heavy	Italic/55pt

https://www.gutenberg.org Bold/5pt

H

Radiant sister of the day Awake! 

arise! and come away! To the wild 

woods and the plains, To the pools 

where winter rains Image all their 

roof of leaves, Where the pine its 

garland weaves Of sapless green, 

and ivy dun, Round stems that 

never kiss the sun, Where the 

lawns and pastures be And the

h
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水銚
火水銚捗
火水銚捗椎
火水銚捗椎槌

火水
火哨
哨嘗
哨嘗妾
哨嘗妾娼

UDデジタル教科書体 
筆順フォント

あ あああ

あ あああ

フォントメニュー名
UD筆順A	Std	E12/E34/E56
UD筆順A	StdN	J1/J2/J3
UD筆順B	Std	E12/E34/E56
UD筆順B	StdN	J1/J2/J3

あ 唖娃阿
TypeA

あ 唖娃阿
TypeB

文字セット
特殊仕様

TypeA

TypeB

書き順に沿って、一画ずつバラバラに表示できます。

書き順に沿って、一画ずつ増やして表示できます。

学習指導要領に沿った字形「UDデジタル
教科書体」を、書き順に沿ったストローク
ごとに一文字として、文字を書いていく過
程を収録した書体です。書き順に沿って一
画ずつバラバラに表示できる「TypeA」
と、一画ずつ増やして表示できる「TypeB」
の2タイプがあります。書体名に、小学生
用は“E”、中学生用は“J”が付いています。

あ 唖娃阿
【
お
ん
】

【
お
ん
】

【
く
ん
】

【
く
ん
】

ス
イ

カみ
ず

ひ

あ 唖娃阿

字 字字字字字字

字 字字字字字字

字 堆岱戴腿苔黛

字 堆岱戴腿苔黛
※白い部分は仕組みをわかりやすくしたもので実際には表示されません。

※白い部分は仕組みをわかりやすくしたもので実際には表示されません。

筆順フォントを入力するためには、筆順辞書の登録が必要です。詳しい手順はサポート情報をご確認ください。
https://www.morisawa.co.jp/support/faq/6472

漢字の組み立てや部首の学習、デジタル
教材の作成など、国語の授業の教材作成
にご活用いただけます。

書
い
て
み
よ
う噬噪嚆嚀嚊嚠嘸噫噤嘯

轍填纏辻蔦綴鍔椿潰壷栄永佯來侖
庄廠捷昌梢樟樵 唾柁舵楕陀騨い

と
1

2

3

4
5

6

弥靖薮鑓愈佑宥揖柚
柊稗疋髭彦膝菱肘
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永 東 愛 国 三
大 見 今 糸 力
北 心 南 西 女
分 文 父 母 子
衣 花 鳥 風 月
考 書 体 光 明
空 成 発 道 海
野 新 旅 陽 語
森 藤 学 開 駅
輪 導 鷹

（ ）「 」［ ］【 】

あ い う え お
が ぎ ぐ げ ご
さ し す せ そ
た ち つ て と
な に ぬ ね の
ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ
ま み む め も
や ゆ よ ゐ ゑ
ら り る れ ろ
わ を ん 、 。
● ◉ ※ ＊ ☞

ア イ ウ エ オ
ガ ギ グ ゲ ゴ
サ シ ス セ ソ
タ チ ツ テ ト
ナ ニ ヌ ネ ノ
パ ピ プ ペ ポ
マ ミ ム メ モ
ヤ ユ ヨ ヰ ヱ
ラ リ ル レ ロ
ワ ヲ ン
☀ ☁ ☂ ☃ ☎

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
00123456789&@,.“”?!

文游明朝体

歴史が紐解く謎

古 代 ロー マ の 遺 跡 に 刻 ま れ し 記 憶

Quinctio noceat, id vero non mediocriter pertimesco.

希
望
の
旋
律

ビ
タ
ー
シ
ュ
ガ
ー
な
昼
下
が
り

After the storm comes a calm.

フォントメニュー名
文游明朝体

あ
R

文字セット
StdN（Adobe-Japan1-3）

人新世を生きる思考論

あたらしい朝
調 律 師と鳴らないピアノ

「時代をこえる普遍性を具えた造形美と可
読性を標榜する日本の明朝体をつくる」を
キーワードに開発された明朝体です。日本
における文字の起源や歴史的背景をもと
に、漢字・平仮名・片仮名それぞれが持つ
固有の骨格を尊重した伝統的な字形が特徴
です。単行本や文庫などの文学文藝作品に
おいて、美しく可読性の高い組版を実現し
ます。

※ルビ用かなを追加収容
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The Tale of Genji

紫式部／與謝野晶子訳
『源氏物語　桐壺』より　青空文庫

叙情性や情緒的な趣を醸し出す書体は、
一つ一つの言葉や文章を生き生きとさせ、
より深く文学文藝作品の世界を堪能でき
るよう設計されています。

源
物

ど
の
天
皇
様
の
御み

代よ

で
あ
っ
た

か
、
女に

よ

御ご

と
か
更こ

う

衣い

と
か
い
わ

れ
る
後こ

う

宮き
ゆ
う

が
お
お
ぜ
い
い
た
中

に
、
最
上
の
貴
族
出
身
で
は
な

い
が
深
い
御
愛あ

い

寵ち
よ
う

を
得
て
い
る

人
が
あ
っ
た
。

氏
語K I R I T S U B O

桐
壺

き
り
つ
ぼ

最
初
か
ら
自
分
こ
そ
は
と
い
う
自
信
と
、
親
兄
弟
の
勢
力
に
恃た

の

む
所

が
あ
っ
て
宮
中
に
は
い
っ
た
女
御
た
ち
か
ら
は
失
敬
な
女
と
し
て
ね

た
ま
れ
た
。
そ
の
人
と
同
等
、
も
し
く
は
そ
れ
よ
り
地
位
の
低
い
更

衣
た
ち
は
ま
し
て
嫉し

つ

妬と

の
焔ほ

の
お

を
燃
や
さ
な
い
わ
け
も
な
か
っ
た
。
夜

の
御お

殿と
ど

の
宿と

の
い
ど
こ
ろ

直
所
か
ら
退さ

が

る
朝
、
続
い
て
そ
の
人
ば
か
り
が
召
さ
れ

7級

44級・20級

40級・11級

げ
ん
じ
も
の
が
た
り

限 り と て 別 る る 道 の 悲 し き に い か ま ほ し き は 命 な り け り

　
仮
装
は
、
た
だ
糸
か
が
り
を
し
、
簡
単
な
上
被
で
之
を
覆
い
、
綴
じ
放
し
の
截

ち
切
ら
ず
、
即
ち
ア
ン
カ
ッ
ト
が
常
道
で
あ
る
。
時
に
し
ゃ
れ
て
、
又
は
特
に
形

を
特
別
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
截
た
れ
る
が
、
三
方
折
り
放
し
の
ま
ま
が
本
然

の
姿
だ
。
之
は
つ
ま
り
、
読
者
が
自
分
の
好
み
に
本
装
を
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ

た
形
式
で
あ
っ
て
、
刊
行
者
は
中
味
だ
け
を
提
供
す
る
と
い
う
わ
け
。
之
を
截
た

な
い
の
は
、
本
装
の
折
に
截
断
に
よ
っ
て
本
が
小
形
に
な
る
こ
と
を
忌
む
た
め
で

あ
る
。
紙
の
折
都
合
よ
り
も
も
っ
と
別
の
形
、
当
然
の
形
よ
り
変
え
た
い
場
合
に

は
、
非
常
に
舌
を
片
よ
っ
て
多
く
出
し
た
り
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
み
る
と
随
分
変
な
奇
態
な

外
観
を
呈
し
て
い
る
。
仮
装
は
、
巷
間
之
を
フ
ラ
ン
ス
装
と
い
う
程
、
フ
ラ
ン
ス
の
本
は
仮

装
が
多
い
。
仏
蘭
西
で
は
所
蔵
家
が
自
ら
さ
せ
る
所
蔵
装
綴
が
普
及
発
達
し
て
い
る
し
、
又

自
ら
手
が
け
て
装
本
を
た
の
し
む
の
、
彼
国
の
美
術
心
の
発
達
に
よ
る
も
の
と
云
え
よ
う
。

日
本
の
仮
装
は
一
般
に
相
当
親
切
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
が
本
場
の
仮
装
の
綴
じ
は
各
詮
自

性
、
た
だ
散
り
散
り
に
な
ら
ぬ
程
度
の
ぐ
た
ぐ
た
な
も
の
が
多
い
。
由
来
か
ら
考
え
れ
ば
そ

れ
で
い
い
わ
け
で
あ
っ
て
、
か
か
る
本
は
、
再
読
三
読
す
る
た
め
に
は
本
装
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
装
の
名
が
出
来
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
日
本
の
本
は
仮
綴
で
も
相
当
丁

寧
に
か
が
ら
れ
て
い
る
し
、
小
口
な
ど
も
よ
く
そ
ろ
え
て
あ
る
も
の
少
く
な
い
。
蓋
し
日
本

の
よ
う
に
再
製
製
本
が
大
部
分
崩
れ
た
本
の
作
り
な
お
し
や
ノ
ー
ト
の
合
冊
位
に
し
か
用
い
ら
れ
ぬ
習
慣
や
、

又
芸
術
的
な
製
本
を
や
る
製
本
業
が
全
く
発
達
し
て
い
な
い
現
状
で
は
こ
う
し
た
こ
と
も
一
方
法
で
あ
り
、

仮
装
も
立
派
に
一
装
本
形
態
と
し
て
独
立
性
を
多
分
に
持
っ
て
来
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
仮
装
を
、
そ
の
観

念
を
更
に
一
層
徹
底
さ
せ
て
、
上
被
も
用
意
せ
ず
、
糸
も
通
さ
な
い
出
版
も
あ
る
。
所
蔵
装
幀
に
対
し
て
一

層
懇
切
な
刊
行
で
あ
る
。
が
之
は
、
余
り
頁
数
の
多
い
も
の
や
、
ザ
ツ
な
も
の
に
は
余
り
見
か
け
な
い
。
日

本
で
は
二
三
あ
っ
た
か
な
い
か
の
寡
少
な
方
法
で
あ
る
。

　
略
装
は
、
簡
略
な
装
本
態
で
あ
っ
て
、
日
本
の
所
謂
フ
ラ
ン
ス
装
な
ど
は
当
然
こ
の
部
類
に
入
る
わ
け
で

あ
る
が
、
余
り
費
用
を
か
け
ず
、
し
か
も
綴
本
と
し
て
纏ま

と
まっ

た
も
の
と
す
る
た
め
の
方
式
で
あ
る
。
こ
の
様

式
で
は
、
し
ば
し
ば
釘
綴
じ
が
行
わ
れ
る
。
糸
で
か
が
り
合
せ
る
の
で
な
く
、
針
金
で
綴
じ
る
の
で
あ
る
が
、

ぞ
ん
ざ
い
な
や
り
方
の
場
合
は
、
釘
を
表
裏
か
ら
打
ち
つ
け
て
固
定
す
る
。
名
の
通
り
の
釘
と
じ
も
あ
る
。

正
し
く
云
え
ば
釘
と
じ
と
針
金
と
じ
に
分
つ
べ
き
だ
。
こ
の
方
式
で
は
、
表
紙
は
大
抵
紙
が
用
い
ら
れ
る
。

本
の
小
口
は
切
り
整
え
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
む
ろ
ん
気
取
っ
た
場
合
は
ア
ン
カ
ッ
ト
の
も
少
な
く
な

い
。
表
紙
と
中
味
の
連
絡
は
、
中
身
の
縢か

が

り
糸
で
表
紙
に
膠こ

う

着ち
や
くさ

れ
、
そ
の
上
を
見
返
し
紙
が
抑
え
る
。
ぞ

ん
ざ
い
な
の
は
背
と
峰
に
貼
付
け
た
だ
け
の
も
あ
る
。
之
は
表
紙
の
紙
が
切
れ
て
放
れ
易
い
。
釘
と
じ
の
も

の
は
背
に
布
、
寒
冷
紗し

や

な
ど
を
膠
着
、
そ
れ
が
糸
の
代
り
を
つ
と
め
る
。
略
し
た
の
は
、
見
返
し
で
中
身
と

恩地孝四郎『書籍の風俗』より　青空文庫 7級 12級 14級 16級
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文游明朝体 文麗かな

あ
R

フォントメニュー名

文字セット

文游明朝体	文麗かな

StdN（Adobe-Japan1-3）

「文游明朝体」の漢字に、近代文学を組む
ことを想定して制作された「文麗かな」を
組み合わせた総合書体です。かなの線幅を
太くすることで視認性を高めています。や
や扁平なデザインは本文組版で純文学の香
り漂うクラシカルな雰囲気を演出します。

さ
く
ら
色

黄
昏
に
染
ま
る
文
鳥
と
万
年
筆
の
イ
ン
ク

昔ながらのこしあんパン

すみれの刺繍入りハンカチーフ

木馬に乗ったきこり

幸せはシルクハットの中

おじさんの時計
ほんのりと染まる頬

永 東 愛 国 三
大 見 今 糸 力
北 心 南 西 女
分 文 父 母 子
衣 花 鳥 風 月
考 書 体 光 明
空 成 発 道 海
野 新 旅 陽 語
森 藤 学 開 駅
輪 導 鷹

（ ）「 」［ ］【 】

あ い う え お
が ぎ ぐ げ ご
さ し す せ そ
た ち つ て と
な に ぬ ね の
ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ
ま み む め も
や ゆ よ ゐ ゑ
ら り る れ ろ
わ を ん 、 。
● ◉ ※ ＊ ☞

ア イ ウ エ オ
ガ ギ グ ゲ ゴ
サ シ ス セ ソ
タ チ ツ テ ト
ナ ニ ヌ ネ ノ
パ ピ プ ペ ポ
マ ミ ム メ モ
ヤ ユ ヨ ヰ ヱ
ラ リ ル レ ロ
ワ ヲ ン
☀ ☁ ☂ ☃ ☎

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
00123456789&@,.“”?!

※ルビ用かなを追加収容
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文游明朝体 蒼穹かな

あ
R

フォントメニュー名

文字セット

文游明朝体	蒼穹かな

StdN（Adobe-Japan1-3）

「文游明朝体」の漢字に、海外文学を組む
ことを目的として開発された「蒼穹かな」
を組み合わせた総合書体です。簡潔なエレ
メントで構成されたデザインは澄み渡る青
空をイメージしており、海外文学に多く出
現する片仮名がやや大きく設計されている
ことが特徴です。本文組版で使用すること
で、文章を読みやすくクリアな印象に仕上
げます。

ワンドリップコーヒー
ロンドン名物  バッキンガム宮殿の衛兵交代

ス
ピ
リ
ッ
ツ

ジ
ン・
ウ
ォ
ッ
カ
・
ラ
ム・
テ
キ
ー
ラ

屋根裏部屋のアンパサンド

オーシャンフロントを堪能する

ブルートパーズ

ソルティレモン

永 東 愛 国 三
大 見 今 糸 力
北 心 南 西 女
分 文 父 母 子
衣 花 鳥 風 月
考 書 体 光 明
空 成 発 道 海
野 新 旅 陽 語
森 藤 学 開 駅
輪 導 鷹

（ ）「 」［ ］【 】

あ い う え お
が ぎ ぐ げ ご
さ し す せ そ
た ち つ て と
な に ぬ ね の
ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ
ま み む め も
や ゆ よ ゐ ゑ
ら り る れ ろ
わ を ん 、 。
● ◉ ※ ＊ ☞

ア イ ウ エ オ
ガ ギ グ ゲ ゴ
サ シ ス セ ソ
タ チ ツ テ ト
ナ ニ ヌ ネ ノ
パ ピ プ ペ ポ
マ ミ ム メ モ
ヤ ユ ヨ ヰ ヱ
ラ リ ル レ ロ
ワ ヲ ン
☀ ☁ ☂ ☃ ☎

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
00123456789&@,.“”?!

※ルビ用かなを追加収容
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文游明朝体 勇壮かな

あ
R

フォントメニュー名

文字セット

文游明朝体	勇壮かな

StdN（Adobe-Japan1-3）

「文游明朝体」の漢字に、プロレタリア文
学をイメージして制作された「勇壮かな」
を組み合わせた総合書体です。骨っぽく緊
張感のある書風に加え、線幅がやや太く設
計されていることで視認性の高い書体にな
っています。本文組版で使用することで、
クラシカルかつ力強い印象を与えることが
できます。

勝
利
を
掴
む

失
敗
を
恐
れ
ず
突
き
進
め

狼煙をあげろ
我らの旗を心に掲げ叫べよ

イギリス産業改革

幸福は富と名誉と地位に限らず

永 東 愛 国 三
大 見 今 糸 力
北 心 南 西 女
分 文 父 母 子
衣 花 鳥 風 月
考 書 体 光 明
空 成 発 道 海
野 新 旅 陽 語
森 藤 学 開 駅
輪 導 鷹

（ ）「 」［ ］【 】

あ い う え お
が ぎ ぐ げ ご
さ し す せ そ
た ち つ て と
な に ぬ ね の
ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ
ま み む め も
や ゆ よ ゐ ゑ
ら り る れ ろ
わ を ん 、 。
● ◉ ※ ＊ ☞

ア イ ウ エ オ
ガ ギ グ ゲ ゴ
サ シ ス セ ソ
タ チ ツ テ ト
ナ ニ ヌ ネ ノ
パ ピ プ ペ ポ
マ ミ ム メ モ
ヤ ユ ヨ ヰ ヱ
ラ リ ル レ ロ
ワ ヲ ン
☀ ☁ ☂ ☃ ☎

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
00123456789&@,.“”?!

※ルビ用かなを追加収容

逆境にあれど輝く勇敢な戦士
悔い多き人生を歩んでもよいではないか
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文游明朝体S 垂
たる

水
み

かな

あ
R

フォントメニュー名

文字セット

文游明朝体S	垂水かな

StdN（Adobe-Japan1-3）

「文游明朝体」の字面を小さくした「文游
明朝体S」の漢字に、縦方向への流れを意
識して制作された「垂水かな」を組み合わ
せた総合書体です。小ぶりでやわらかな線
質を持つかなは、鎌倉初期のスタイルを模
範として制作され、上品で艶やかな雰囲気
を演出します。縦組みでの本文組版はもち
ろん見出しとしてもおすすめです。

浪
漫
街
道
と
お
り
ゃ
ん
せ

よ
き
か
な

お
こ
し
や
す

ネ
オ
ン
ラ
イ
ト
に
誘
わ
れ
て

水
面
に
う
つ
る
さ
ま

黒
森
を
抜
け
て

小
さ
い
と
も
し
び

永 東 愛 国 三
大 見 今 糸 力
北 心 南 西 女
分 文 父 母 子
衣 花 鳥 風 月
考 書 体 光 明
空 成 発 道 海
野 新 旅 陽 語
森 藤 学 開 駅
輪 導 鷹

（ ）「 」［ ］【 】

あ い う え お
が ぎ ぐ げ ご
さ し す せ そ
た ち つ て と
な に ぬ ね の
ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ
ま み む め も
や ゆ よ ゐ ゑ
ら り る れ ろ
わ を ん 、 。
● ◉ ※ ＊ ☞

ア イ ウ エ オ
ガ ギ グ ゲ ゴ
サ シ ス セ ソ
タ チ ツ テ ト
ナ ニ ヌ ネ ノ
パ ピ プ ペ ポ
マ ミ ム メ モ
ヤ ユ ヨ ヰ ヱ
ラ リ ル レ ロ
ワ ヲ ン
☀ ☁ ☂ ☃ ☎

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
00123456789&@,.“”?!

※ルビ用かなを追加収容
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私
は
そ
れ
か
ら
時
々
先
生
を
訪
問
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
行
く
た
び
に
先
生
は
在
宅
で
あ
っ
た
。
先

生
に
会
う
度ど

数す
う

が
重
な
る
に
つ
れ
て
、
私
は
ま
す
ま
す
繁し

げ

く
先
生
の
玄
関
へ
足
を
運
ん
だ
。

　
け
れ
ど
も
先
生
の
私
に
対
す
る
態
度
は
初
め
て
挨あ

い

拶さ
つ

を
し
た
時
も
、
懇
意
に
な
っ
た
そ
の
後の

ち

も
、
あ

ま
り
変
り
は
な
か
っ
た
。
先
生
は
何い

時つ

も
静
か
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
は
静
か
過
ぎ
て
淋さ

び

し
い
く
ら
い
で

あ
っ
た
。
私
は
最
初
か
ら
先
生
に
は
近
づ
き
が
た
い
不
思
議
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
い

て
、
ど
う
し
て
も
近
づ
か
な
け
れ
ば
い
ら
れ
な
い
と
い
う
感
じ
が
、
ど
こ
か
に
強
く
働
い
た
。
こ
う
い

う
感
じ
を
先
生
に
対
し
て
も
っ
て
い
た
も
の
は
、
多
く
の
人
の
う
ち
で
あ
る
い
は
私
だ
け
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
そ
の
私
だ
け
に
は
こ
の
直
感
が
後の

ち

に
な
っ
て
事
実
の
上
に
証
拠
立
て
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、

私
は
若
々
し
い
と
い
わ
れ
て
も
、
馬ば

鹿か

げ
て
い
る
と
笑
わ
れ
て
も
、
そ
れ
を
見
越
し
た
自
分
の
直
覚
を

と
に
か
く
頼
も
し
く
ま
た
嬉う

れ

し
く
思
っ
て
い
る
。
人
間
を
愛
し
得う

る
人
、
愛
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
人
、

そ
れ
で
い
て
自
分
の
懐

ふ
と
こ
ろに

入い

ろ
う
と
す
る
も
の
を
、
手
を
ひ
ろ
げ
て
抱
き
締
め
る
事
の
で
き
な
い
人
、

—

こ
れ
が
先
生
で
あ
っ
た
。

　
今
い
っ
た
通
り
先
生
は
始
終
静
か
で
あ
っ
た
。
落
ち
付
い
て
い
た
。
け
れ
ど
も
時
と
し
て
変
な
曇
り

が
そ
の
顔
を
横
切
る
事
が
あ
っ
た
。
窓
に
黒
い
鳥
影
が
射さ

す
よ
う
に
。
射
す
か
と
思
う
と
、
す
ぐ
消
え

る
に
は
消
え
た
が
。
私
が
始
め
て
そ
の
曇
り
を
先
生
の
眉み

間け
ん

に
認
め
た
の
は
、
雑ぞ

う

司し

ヶが

谷や

の
墓
地
で
、

不
意
に
先
生
を
呼
び
掛
け
た
時
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
異
様
の
瞬
間
に
、
今
ま
で
快
く
流
れ
て
い
た
心

文游明朝体S 垂水かな

　
但
馬
さ
ん
が
個
展
の
相
談
を
持
っ
て
来
ら
れ
た
時
か
ら
、
あ
な
た
は
、
何
だ
か
、
お
し
ゃ
れ
に
な
り

ま
し
た
。
ま
ず
、
歯
医
者
へ
通
い
は
じ
め
ま
し
た
。
あ
な
た
は
虫
歯
が
多
く
て
、
お
笑
い
に
な
る
と
、

ま
る
で
お
じ
い
さ
ん
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、
け
れ
ど
も
あ
な
た
は
、
ち
っ
と
も
気
に
な
さ
ら
ず
、

私
が
、
歯
医
者
へ
お
い
で
に
な
る
よ
う
に
お
す
す
め
し
て
も
、
い
い
よ
、
歯
が
み
ん
な
無
く
な
り
ゃ
あ

総
入
歯
に
す
る
ん
だ
、
金
歯
を
光
ら
せ
て
女
の
子
に
好
か
れ
た
っ
て
仕
様
が
無
い
、
等
と
冗
談
ば
か
り

お
っ
し
ゃ
っ
て
、
一
向
に
歯
の
お
手
入
れ
を
な
さ
ら
な
か
っ
た
の
に
、
ど
う
い
う
風
の
吹
き
廻
し
か
、

お
仕
事
の
合
間
、
合
間
に
、
ち
ょ
い
ち
ょ
い
と
出
か
け
て
行
っ
て
は
、
一
本
二
本
と
、
金
歯
を
光
ら
せ

て
お
帰
り
に
な
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ら
、
笑
っ
て
み
ろ
、
と
私
が
言
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
、
鬚ひ

げ

も
じ
ゃ
の
顔
を
赤
く
し
て
、
但
馬
の
奴や

つ

が
、
う
る
さ
く
言
う
ん
だ
、
と
珍
し
く
気
弱
い
口
調
で
弁
解
な

さ
い
ま
し
た
。
個
展
は
、
私
が
淀
橋
へ
ま
い
り
ま
し
て
か
ら
二
年
目
の
秋
に
、
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
私

は
、
う
れ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
な
た
の
画
が
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
の
に
、
な
ん

で
、
う
れ
し
く
な
い
事
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
私
に
は
、
先
見
の
明め

い

が
あ
っ
た
の
で
す
も
の
ね
。
で
も
、

新
聞
で
も
あ
ん
な
に
、
ひ
ど
く
ほ
め
ら
れ
る
し
、
出
品
の
画
が
、
全
部
売
り
切
れ
た
そ
う
で
す
し
、
有

名
な
大た

い

家か

か
ら
も
手
紙
が
来
ま
す
し
、
あ
ん
ま
り
、
よ
す
ぎ
て
、
私
は
恐
し
い
気
が
致
し
ま
し
た
。
会

場
へ
、
見
に
来
い
と
、
あ
な
た
に
も
、
但
馬
さ
ん
に
も
、
あ
れ
ほ
ど
強
く
言
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
私

は
、
全
身
震
え
な
が
ら
、
お
部
屋
で
編
物
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
あ
な
た
の
、
あ
の
画
が
、
二
十
枚

文游明朝体 勇壮かな

　
祝し

ゆ
く
つ津

の
燈
台
が
、
廻
転
す
る
度
に
キ
ラ
ッ
キ
ラ
ッ
と
光
る
の
が
、
ず
ウ
と
遠
い
右
手
に
、
一
面
灰
色

の
海
の
よ
う
な
海ガ

霧ス

の
中
か
ら
見
え
た
。
そ
れ
が
他
方
へ
廻
転
し
て
ゆ
く
と
き
、
何
か
神
秘
的
に
、
長

く
、
遠
く
白
銀
色
の
光こ

う

茫ぼ
う

を
何
海か

い

浬り

も
サ
ッ
と
引
い
た
。

　
留る

萌も
い

の
沖
あ
た
り
か
ら
、
細
い
、
ジ
ュ
ク
ジ
ュ
ク
し
た
雨
が
降
り
出
し
て
き
た
。
漁
夫
や
雑
夫
は
蟹

の
鋏は

さ
みの

よ
う
に
か
じ
か
ん
だ
手
を
時
々
は
す
が
い
に
懐ふ

と
こ
ろの

中
に
つ
ッ
こ
ん
だ
り
、
口
の
あ
た
り
を
両
手

で
円ま

る
く
囲
ん
で
、
ハ
ア
ー
と
息
を
か
け
た
り
し
て
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。—

納
豆
の
糸
の

よ
う
な
雨
が
し
き
り
な
し
に
、
そ
れ
と
同
じ
色
の
不
透
明
な
海
に
降
っ
た
。
が
、
稚わ

つ
か
な
い

内
に
近
く
な
る
に

従
っ
て
、
雨
が
粒
々
に
な
っ
て
来
、
広
い
海
の
面
が
旗
で
も
な
び
く
よ
う
に
、
う
ね
り
が
出
て
来
て
、

そ
し
て
又
そ
れ
が
細
か
く
、
せ
わ
し
な
く
な
っ
た
。—

風
が
マ
ス
ト
に
当
る
と
不
吉
に
鳴
っ
た
。
鋲

び
よ
う

が
ゆ
る
み
で
も
す
る
よ
う
に
、
ギ
イ
ギ
イ
と
船
の
何
処
か
が
、
し
き
り
な
し
に
き
し

0

0

ん
だ
。
宗
谷
海
峡

に
入
っ
た
時
は
、
三
千
噸ト

ン

に
近
い
こ
の
船
が
、
し
ゃ
っ
く
り

0

0

0

0

0

に
で
も
取
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
、
ギ
ク
、

シ
ャ
ク
し
出
し
た
。
何
か
素
晴
し
い
力
で
グ
イ
と
持
ち
上
げ
ら
れ
る
。
船
が
一
瞬
間
宙
に
浮
か
ぶ
。

—

が
、
ぐ
ウ

0

0

と
元
の
位
置
に
沈
む
。
エ
レ
ヴ
エ
タ
ー
で
下
り
る
瞬
間
の
、
小
便
が
も
れ
そ
う
に
な

る
、
く
す
ぐ
っ
た
い
不
快
さ
を
そ
の
度た

び

に
感
じ
た
。
雑
夫
は
黄
色
に
な
え
て
、
船
酔
ら
し
く
眼
だ
け
と

ん
が
ら
せ
て
、
ゲ
エ
、
ゲ
エ
し
て
い
た
。

　
波
の
し
ぶ
き
で
曇
っ
た
円
る
い
舷げ

ん

窓そ
う

か
ら
、
ひ
ょ
い
ひ
ょ
い
と
樺か

ら

太ふ
と

の
、
雪
の
あ
る
山
並
の
堅
い
線

文游明朝体 蒼穹かな文游明朝体 文麗かな

太宰治『きりぎりす』より　青空文庫小林多喜二『蟹工船』より　青空文庫ビクトル・ユーゴー／豊島与志雄訳『レ・ミゼラブル』より　青空文庫夏目漱石『こころ』より　青空文庫

12級 9級

「文游明朝体」の漢字に合わせて設計された「文麗かな」「蒼穹かな」「勇壮かな」「垂水かな」は、それぞれ各分野の文芸作品に関連したコンセプトを持ちます。

　
次
の
よ
う
な
特
殊
な
場
所
を
知
っ
て
い
る
者
が
世
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
グ
ラ
シ
エ
ー
ル
、
キ
ュ
ネ
ッ

ト
、
砲
弾
で
斑
点
を
つ
け
ら
れ
て
る
グ
ル
ネ
ル
の
恐
ろ
し
い
壁
、
モ
ン
・
パ
ル
ナ
ス
、
フ
ォ
ス
・

オ
ー
・
ル
ー
、
マ
ル
ヌ
川
岸
の
オ
ー
ビ
エ
、
モ
ン
ス
ー
リ
、
ト
ン
ブ
・
イ
ソ
ア
ー
ル
、
そ
れ
か
ら
ま
た

ピ
エ
ー
ル
・
プ
ラ
ト
・
ド
・
シ
ャ
ー
テ
ィ
ヨ
ン
、
そ
こ
に
は
廃す

た

れ
た
古
い
石
坑
が
一
つ
あ
っ
て
、
今
で

は
た
だ
茸き

の
こが

は
え
る
だ
け
の
こ
と
で
、
腐
っ
た
板
の
引
き
戸
で
地
面
に
ふ
た
が
し
て
あ
る
。
ロ
ー
マ
の

田い
な
か舎

は
人
に
あ
る
観
念
を
与
え
る
が
、
パ
リ
ー
の
郊
外
も
ま
た
他
の
一
つ
の
観
念
を
人
に
与
え
る
。
眼

前
に
現
わ
れ
て
る
地
平
線
以
内
に
、
た
だ
野
と
人
家
と
樹
木
と
の
み
を
見
る
こ
と
は
、
そ
の
表
面
に
の

み
止
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
光
景
は
、
神
の
考
え
を
含
ん
で
い
る
。
平
野
が
都
市
と
接

し
て
い
る
場
所
に
は
、
人
の
心
を
貫
く
あ
る
言
い
知
れ
ぬ
憂ゆ

う

鬱う
つ

が
印
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
自
然

と
人
類
と
が
同
時
に
口
を
き
い
て
い
る
。
地
方
的
特
色
が
そ
こ
に
現
わ
れ
て
い
る
。

　
パ
リ
ー
の
郭
外
に
接
し
て
い
る
そ
れ
ら
寂せ

き

寞ば
く

の
地
、
パ
リ
ー
の
縁
と
も
称
し
得
べ
き
そ
れ
ら
の
地
、

そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
に
逍し

よ
う
よ
う

遙
し
た
こ
と
の
あ
る
者
は
、
そ
こ
こ
こ
に
、
最
も
寂
し
い
場
所
に
、
意

外
の
時
に
、
薄
い
籬ま

が
きの

う
し
ろ
や
わ
び
し
い
壁
の
す
み
に
、
泥
に
ま
み
れ
塵ち

り

に
ま
み
れ
ぼ
ろ
を
ま
と
い

髪
を
ぼ
う
ぼ
う
と
さ
し
た
色
の
青
い
子
供
ら
が
、
が
や
が
や
と
集
ま
っ
て
、
矢
車
草
の
花
を
頭
に
か
ぶ
っ

て
、
め
ん
こ
遊
び
を
し
て
い
る
の
を
、
お
そ
ら
く
だ
れ
も
見
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
貧
し
い

家
か
ら
飛
び
出
し
て
き
た
子
供
ら
で
あ
る
。
市
外
の
大
通
り
は
彼
ら
の
自
由
に
息
を
つ
く
べ
き
場
所
で

7級
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ヒラギノ角ゴ 簡体中文

和文書体「ヒラギノ角ゴ」のデザインを踏
襲した、簡体中文のゴシック体です。既に
リリースしている「ヒラギノ角ゴ	簡体中
文」の2ウエイトから7ウエイトへと選択
の幅が広がり、デザインの自由度が大幅に
向上します。和文書体の「ヒラギノ角
ゴ」、「ヒラギノ角ゴ	繁体中文」と合わせ
て使用することで、統一感のある多言語表
記・ブランディングが可能となります。

佥
W3

佥
W1

佥
W5

佥
W2

佥
W6

佥
W0

佥
W4

文字セット
Std（GB2312-80対応）

フォントメニュー名
Hiragino	Sans	GB	Std

または
冬青黑体简体中文	Std

MORISAWA	PASSPORTでは、中国政府の国家標準である
「GB18030-2000」の認証を得たフォントとして2つのウ
エイト（W3/W6）もご利用いただけます。

永东爱国三大见今来线力北心南西女
分文父母子车衣花鸟风月考书体光明
空成流点广传扇统发道海野新旅阳语
森药学关气站铁导鹰、，。
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
0123456789&@,.“”?!

永东爱国三大见今来线力北心南西女
分文父母子车衣花鸟风月考书体光明
空成流点广传扇统发道海野新旅阳语
森药学关气站铁导鹰、，。
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
0123456789&@,.“”?!

冬青公园中是一个绿荫环绕、湖光水
色的公园。在公园的广场上聚集了喜
欢音乐和运动的人们也会举办各类的
活动。园内可接触到各种鸟语花香、
环境优美，是憩息休闲的好去处。 第23次股东大会通知

推荐简约舒适的生活方式
创 造 健 全 未 来

秋季特别讲座

专辑 全球都市的构想
企业理念

上班族的读书术
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Information

Webフォントはクラウドフォントサービス「TypeSquare」をご利用ください。
利用可能書体は TypeSquare のサイトでご案内しています。
https://typesquare.com/

本誌掲載の一部の書体は、MORISAWA Font Select Pack 製品ではご利用いただけません。

新書体に関する情報は特設ページで
ご案内しています
https://www.morisawa.co.jp/topic/upg2021/

AP版書体追加のお知らせ
今回の新書体追加に合わせて、じゅん（4ウエイト）・フォーク（4ウエ
イト）・丸フォーク（4ウエイト）・解ミン 宙（4ウエイト）・解ミン 月
（4ウエイト）・タカハンド（5ウエイト）・毎日新聞明朝（1ウエイト）・
毎日新聞ゴシック（1ウエイト）のAP版を追加します。
https://www.morisawa.co.jp/support/faq/4703

秀英四号かな＋
かなと一部の記号類のみだった従来の「秀英四号かな」に「秀英明朝」
の漢字や英数字を組み合わせた「秀英四号かな+」を追加します。従来
のかな書体で必要だった合成フォント作成などのプロセスを通さずに、
かな、漢字、英数字をそのままスムーズに打ち出すことができ、より快
適にご使用いただけます。
他のAP版書体と同様、フォントメニュー名が「A	P-OTF」で始まるAP版
としてご提供します。

公式noteにて新書体の情報をお届けしています
モリサワnote編集部では、新書体をはじめ、フォントの開発ストーリー
など様々な記事をご覧いただけます。
https://note.morisawa.co.jp

字游工房書体の仕様に関する情報はサポートページで
ご案内しています
https://www.morisawa.co.jp/support/faq/5057

あおとゴシックの仕様に関する情報はサポートページで
ご案内しています
https://www.morisawa.co.jp/support/faq/6501

澄月の仕様に関する情報はサポートページで
ご案内しています
https://www.morisawa.co.jp/support/faq/6502

UDデジタル教科書体 筆順フォントに関する情報は
サポートページでご案内しています
https://www.morisawa.co.jp/support/faq/6472
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